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自然と人間を
むすぶ 全集・シリーズ案内

日
本
の
食
生
活
全
集

全
50
巻
・
各
都
道
府
県
別
編
集

Ａ
５
判
・
上
製

●
各
二
九
〇
〇
円
／
揃
価
一
四
五
〇
〇
〇
円

そ
の
地
の
自
然
と
暮
ら
し
の
積
み
重
ね
に
育

ま
れ
た
〈
食
事
〉
の
あ
り
よ
う
。
い
ま
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
そ
の
本
来
の
姿
を
、
各
地
の
古

老
か
ら
の
地
道
な
「
聞
き
書
」
と
再
現
写
真

で
記
録
し
た
壮
大
な
食
の
民
俗
誌
。

●
日
本
の
食
の
原
形
を
記
録
…
大
正
末
期
か
ら
昭

和
初
期
ま
で
、
戦
争
に
よ
る
混
乱
、
戦
後
の
洋

風
化
を
経
る
以
前
の
食
生
活
を
記
録
。

●
各
都
道
府
県
を
風
土
、
生
業
の
違
い
か
ら
、
い

く
つ
か
の
食
文
化
圏
に
分
け
て
記
録
。

●
四
季
折
々
、
朝
昼
晩
の
献
立
、
晴
れ
食
、
行
事

食
、
薬
効
の
あ
る
食
べ
物
、
救
荒
食
ま
で
記
録
。

日
本
の
食
生
活
全
集

W
indow

s
3.1

以
上
対
応

全
1
枚

●
定
価
１
２
０
、０
０
０
円

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版

講
座

食
の
文
化
全7巻

〈
発
行
〉（
財
）
味
の
素

食
の
文
化
セ
ン
タ
ー

〈
発
売
〉
農
文
協
　
菊
判
・
上
製
、
各
巻
平

均
四
〇
〇
頁
・
カ
ラ
ー
24
頁
、
定
価
各
六
八

〇
〇
円
、
揃
定
価
四
七
六
〇
〇
円
（
税
込
）

作
る
・
食
べ
る
・
売
る
・
楽
し
む
│
「
日

常
茶
飯
事
」
の
文
化
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か

ら
解
剖
。
人
間
の
食
の
豊
か
さ
、
多
様
さ

を
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
学
際
的
研
究
で

明
ら
か
に
す
る
。

「
食
」
を
ト
ー
タ
ル
な
人
間

の
学
と
し
て
体
系
化
す
る

研
究
集
団
の
先
駆
的
営
為
。

集
う
研
究
者
、
二
〇
分
野

一
二
〇
余
名
、「
食
の
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
十
六
年
に

わ
た
る
学
際
的
研
究
の
成

果
を
、
最
新
の
到
達
水
準

で
編
成
し
、
食
文
化
の
構

築
を
目
指
す
。

①
人
類
の
食
文
化

吉
田
集
而
編

②
日
本
の
食
事
文
化

熊
倉
功
夫
編

③
調
理
と
た
べ
も
の

杉
田
浩
一
編

④
家
庭
の
食
事
空
間

山
口
昌
伴
編

⑤
食
の
情
報
化

井
上
忠
司
編

⑥
食
の
思
想
と
行
動

豊
川
裕
之
編

⑦
食
の
ゆ
く
え田

村
眞
八
郎
、
井
上
如
編

監
修
・
石
毛
直
道
　
国
立
民
族
学
博
物
館
館
長

江
戸
時
代

人
づ
く
り
風
土
記

近
世
日
本
の

地
域
づ
く
り

２
０
０
の
テ
ー
マ

全
集
索
引
の
常
識
を
破
る

読
ん
で
楽
し
い
探
究
事
典

第
50
巻

環
境
、
福
祉
、
教
育
な
ど
現
代
の
課

題
に
そ
っ
て
江
戸
時
代
の
魅
力
・
２
０
０
項
目

を
解
説
し
、
本
全
集
・
都
道
府
県
版
の
関
連

記
事
を
案
内
。

●
５
０
０
０
円

〈
監
　
　
修
〉
会
田
雄
次
・
大
石
慎
三
郎
・
他

〈
各
道
府
県
版
〉
３
５
０
０
円
〜
４
５
０
０
円

〈
特
別
編
集
版
〉
東
京
版
「
大
江
戸
万
華
鏡
」

●
Ｃ
Ｄ
付
１
０
０
０
０
円
、
沖
縄
版

●
Ｃ
Ｄ

付
７
０
０
０
円
、
大
阪
版
「
大
阪
の
歴
史
力
」

●
１
０
０
０
０
円全

50
巻
揃
価
２
２
５
０
０
０
円

索引巻

安
藤
昌
益
全
集

◆
毎
日
出
版
文
化
賞
・
物
集
索
引
賞
受
賞
作
品

安
藤
昌
益
研
究
会
編

Ａ
５
判
　
上
製
箱
入

揃
価
一
一
五
五
〇
〇
円

安
藤
昌
益
は
、
一
七
〇
三
（
元
禄
一
六
）
年
、
現
在
の
秋

田
県
大
館
市
二
井
田
に
生
ま
れ
た
。
医
学
を
修
め
、
医
業

を
生
業
と
し
た
が
、
人
体
の
歪
み
を
見
つ
め
る
そ
の
視
線

は
、
社
会
、
環
境
の
歪
み
へ
と
広
が
り
、
独
自
の
思
想
を

形
成
。
そ
れ
は
、
当
時
の
封
建
体
制
の
み
な
ら
ず
、
孔
子
、

孟
子
、
孫
子
ら
先
哲
の
教
え
、
仏
教
思
想
な
ど
を
戦
闘
的

に
批
判
。
自
然
と
人
間
の
調
和
を
基
本
と
し
た
、
万
人
平

等
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
を
構
想
す
る
と
い
う
、
日
本
思
想
史
上

破
格
な
も
の
。
そ
の
現
存
す
る
著
作
を
集
大
成
。
底
本
を

忠
実
に
復
刻
し
た
影
印
版
、
さ
ら
に
全
文
書
下
し
、
現
代

語
訳
、
注
解
、
解
説
を
付
す
。

■
現
代
語
訳
編

q
〜
u
稿
本
自
然
真
営
道
i
〜
!1
統

道
真
伝
!3
刊
本
自
然
真
営
道

■
資
料
編

!4
〜
!6
上
下

医
学
関
係
資
料
、
自

然
真
営
道
残
簡
ほ
か

■
復
刻
編
・
影
印
版

!7
〜
!9
稿
本
自
然
真
営
道
@0
〜
@1
統

道
真
伝

■
別
巻

安
藤
昌
益
事
典
（
著
作
目
録
、
年
譜
、

用
語
索
引
な
ど
）

各
４
２
０
０
円
〜
６
２
０
０
円

全23冊

明
治
農
書
全
集

全
13
巻
、
編
集
・
古
島
敏
雄
・
川
田
信
一
郎
・
熊
沢
喜
久
雄
・
須
々
田
黎
吉
、
Ａ
５
判
、
上
製
・
箱
入

●
揃
価
７
０
０
０
０
円

江
戸
か
ら
明
治
、
近
世
か
ら
近
代
へ
と
移
る
な
か
で
農
業
は
ど
う

動
い
た
か
。
老
農
と
近
代
農
学
者
と
の
論
争
・
協
力
を
通
じ
て
築
き
上
げ
た
明
治
農
法
を
原

点
に
さ
か
の
ぼ
り
見
詰
め
直
す
。

１
稲
作
　
林
遠
里
『
勧
農
新
書
』、
横
井
時
敬
『
重
要
作
物
　
塩
水

撰
種
法
』、
酒
匂
常
明
『
米
作
新
論
』
他

●
４
５
０
０
円

２
稲
作
・
一
般
　
奈
良
専
二
『
新
撰
米
作
改
良
法
』、
船
津
伝
次
平

『
船
津
甲
部
巡
回
教
師
演
説
筆
記
』、
石
川
理
紀
之
助
『
稲
種
得
失
弁
』

他

●
５
５
０
０
円

３
稲
作
　
鈴
木
良
平
『
米
作
法
講
話
録
』、
池
川
次
太
郎
『
農
業
実

験
録
』
他

●
５
５
０
０
円

４
畑
作
　
斎
藤
司
『
発
明
麦
作
改
良
新
書
』、
小
林
寿
郎
『
馬
鈴
薯
』、

前
田
勝
四
郎
『
畑
作
革
進
論
』
他

●
４
５
０
０
円

５
特
用
作
物
　
酒
井
甚
四
郎
『
茶
業
須
要
』、
遠
藤
慶
三
郎
『
地
方

棉
作
要
書
』、
佐
藤
豊
次
『
煙
草
栽
培
法
』
他

●
５
５
０
０
円

６
野
菜
　
福
羽
逸
人
『
蔬
菜
栽
培
法
』

●
５
５
０
０
円

７
果
樹
　
安
部
熊
之
輔
『
日
本
の
蜜
柑
』、
松
戸
覚
之
輔
『
応
用
実

験
　
梨
樹
栽
培
新
書
』
他

●
５
５
０
０
円

８
畜
産
　
農
商
務
省
農
務
局
『
牛
馬
蕃
殖
飼
養
法
要
略
』、
森
田
龍

之
輔
『
増
補
再
版
　
養
豚
新
説
』、
中
川
一
徳
『
訂
正
増
補
　
殖
鶏

秘
法
』
他

●
５
０
０
０
円

９
養
蚕
・
養
蜂
・
養
魚
　
田
島
弥
平
『
養
蚕
新
論
』、
青
柳
浩
次
郎

『
養
蜂
』、
黒
田
伝
太
『
鯉
魚
繁
殖
法
』
他

●
５
５
０
０
円

10
土
壌
肥
料
　
小
柳
津
勝
五
郎
『
薫
焼
土
調
和
肥
料
製
造
法
』、
安

資
農
夫
『
実
験
肥
料
新
書
』
他

●
５
５
０
０
円

11
農
機
・
耕
地
整
理
　
兵
庫
県
『
兵
庫
県
農
具
図
解
』、
鈴
木
浦
八

『
畦
畔
改
良
意
見
書
』
他

●
５
５
０
０
円

12
病
害
虫
・
雑
草
・
農
薬
　
梅
原
寛
重
『
田
圃
駆
虫
実
験
録
』、
益

田
素
平
『
稲
虫
実
験
録
』、
愛
知
県
立
農
事
試
験
場
『
殺
菌
剤
と
殺

虫
剤
』
他

●
６
５
０
０
円

13
林
業
・
林
産
　
森
庄
一
郎
『
吉
野
林
業
全
書
』、
田
中
長
嶺
『
炭

焼
手
引
草
』、
楢
崎
圭
三
『
楢
崎
式
椎
茸
養
成
法
』

●
５
５
０
０
円

世
界
の
食
料

世
界
の
農
村

全 集
〈
全
27
巻
〉
編
集
代
表
・
今
村
奈
良
臣
　
A
５
判
、
丸
背

上
製
、
各
三
二
〇
〇
円
、
揃
価
八
六
四
〇
〇
円

日
本
と
世
界
、
農
村
と
都
市
共
存
・
共
生
へ
の
指
針

21
世
紀
を
動
か
す
世
界
の
根
本
問
題
―
―
農
・
食
・
環
境
を
27
の
テ
ー
マ
で

論
じ
た
書
下
ろ
し
全
集
。
貿
易
、
資
源
、
中
山
間
地
振
興
、
後
継
者
、
食

の
安
全
性
…
国
内
外
の
諸
問
題
を
根
本
的
に
把
え
る
。

第
1
巻
　
海
外
農
村
視
察
必
携

第
2
巻
　
東
ア
ジ
ア
農
業
の
展
開
論
理

第
3
巻
　
世
界
の
農
民
群
像

第
4
巻
　
土
地
を
活
か
す
英
知
と
政
策

第
5
巻
　
農
業
の
継
承
と
参
入

第
6
巻
　
先
進
国

家
族
経
営
の
発
展
戦
略

第
７
巻
　
フ
ラ
ン
ス
山
間
地
農
業
の
新
展
開

第
8
巻
　
世
界
の
農
業
支
援
シ
ス
テ
ム

第
9
巻
　
地
域
資
源
の
保
全
と
創
造

第
10
巻
　
水
資
源
の
枯
渇
と
配
分

第
11
巻
　
開
発
援
助
の
光
と
影

第
12
巻
　
農
協
改
革
の
新
視
点

第
13
巻
　
消
費
者
運
動
の
め
ざ
す
食
と
農

第
14
巻
　
Ｅ
Ｃ
の
農
政
改
革
に
学
ぶ

第
15
巻
　
二
十
世
紀
社
会
主
義
農
業
の
教
訓

第
16
巻
　
世
界
各
国
の
環
境
保
全
型
農
業

第
17
巻
　
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
農
業
哲
学

第
18
巻
　
世
界
は
飢
え
る
か

第
19
巻
　
食
料
輸
入
大
国
へ
の
警
鐘

第
20
巻
　
変
貌
す
る
農
産
物
流
通
シ
ス
テ
ム

第
21
巻
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
下
の
食
料
農
業
戦
略

第
22
巻
　
食
生
活
の
表
層
と
底
流

第
23
巻
　
欧
米
諸
国
の
栄
養
政
策

第
24
巻
　
ア
ジ
ア
漁
業
の
発
展
と
日
本

第
25
巻
　
森
林
資
源
の
利
用
と
再
生

第
26
巻
　
世
界
の
食
品
安
全
基
準

第
27
巻
　
論
争
・
近
未
来
の
日
本
農
業

全
50
巻
・
Ｂ
５
判
　
自
然
と
人
間
が
活
発
に
交
流
し
、
地
域
の
教
育
力

が
発
揮
さ
れ
、独
自
の
産
業
・
生
活
・
文
化
を
作
り
上
げ
た
江
戸
時
代
。

そ
の
営
み
を
、
地
域
開
発
、
町
づ
く
り
、
自
治
、
教
育
、
福
祉
、
学
芸
、

民
俗
な
ど
多
様
な
分
野
ご
と
に
発
掘
す
る
郷
土
史
読
本
。

「
人
間
の
営
み
が
『
か
け
が
え
の
な
い
地

球
』
を
蝕
み
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
の

環
境
悪
化
を
食
い
止
め
な
け
れ
ば
、
人
類
の

永
続
的
な
生
存
は
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
う
危

機
感
か
ら
、
家
庭
、
地
域
、
企
業
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
、
自
分
た
ち
の
足
元
を
見

直
し
、
持
続
的
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
動

き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。」（「
明
日
へ
の
環

境
賞
」
事
務
局
）

朝
日
新
聞
社
で
は
、
創
刊
１
２
０
周
年
に

当
た
る
１
９
９
９
年
、
こ
う
し
た
環
境
保
全

の
多
様
な
試
み
を
顕
彰
す
る
た
め
、
こ
の

「
明
日
へ
の
環
境
賞
」
を
創
設
。
地
球
温
暖

化
防
止
か
ら
家
庭
の
ご
み
減
ら
し
ま
で
幅
広

い
分
野
を
対
象
と
し
、「
先
見
性
」「
モ
デ
ル

性
」「
継
続
性
」
に
富
む
実
践
活
動
を
顕
彰

す
る
。

さ
ら
に
、
朝
日
農
業
賞
、
朝
日
森
林
文
化

賞
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
意
味
で
、
賞
の
一
環

と
し
て
、
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
実
績
を
挙

げ
て
い
る
農
業
生
産
と
森
林
保
全
・
緑
化
活

動
を
対
象
と
す
る
農
業
特
別
賞
と
森
林
文
化

特
別
賞
が
設
け
て
あ
り
、
今
回
、「
日
本
農

書
全
集
」
編
集
委
員
会
は
こ
の
農
業
特
別
賞

を
受
賞
し
た
。

『
日
本
農
書
全
集
』（
農
山
漁
村
文
化
協

会
刊
）
の
圧
倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
、
だ
れ

も
が
目
を
み
は
る
。
72
巻
に
索
引
が
１
巻
、

１
冊
の
原
稿
は
４
０
０
字
換
算
で
約
１
千

枚
。
し
か
も
定
価
４
３
０
０
円
か
ら
７
５
０

０
円
で
平
均
６
千
部
、
多
い
巻
は
１
万
２
千

部
も
売
れ
た
と
な
れ
ば
、
出
版
不
況
ど
こ
吹

く
風
の
立
派
な
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
。

内
容
は
江
戸
時
代
に
全
国
各
地
で
記
述
さ

れ
た
農
書
の
原
文
と
現
代
語
訳
。
筆
者
の
多

く
は
在
郷
の
庄
屋
を
は
じ
め
一
般
の
人
た
ち

で
、
農
法
に
始
ま
り
農
具
の
解
説
、
災
害
と

復
旧
な
ど
幅
広
い
題
材
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
農
書
３
２
０
点
を
郷
土
史
家
を
中
心

に
２
３
０
人
の
研
究
者
が
訳
出
し
た
。
具
体

的
な
記
述
ゆ
え
に
読
解
は
難
航
を
き
わ
め
、

研
究
者
は
互
い
に
自
身
の
解
読
で
き
た
と
こ

ろ
を
つ
き
あ
わ
せ
、
全
巻
訳
出
に
こ
ぎ
つ
け

た
。刊

行
に
は
２
期
24
年
を
要
し
た
。そ
の
間
、

飯
沼
二
郎
・
京
大
名
誉
教
授
（
84
）、
佐
藤

常
雄
・
筑
波
大
教
授
（
53
）
ら
編
集
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
が
農
書
の
発
見
か
ら
訳
者
の
選

定
、
監
修
で
研
究
者
を
支
え
た
。

膨
大
な
労
苦
に
読
者
は
敏
感
に
応
じ
た
。

化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
な
い
江
戸
の
農
業

に
「
食
」
の
理
想
像
を
見
い
だ
し
た
。
山
形

県
村
山
市
の
ス
イ
カ
つ
く
り
名
人
と
呼
ば
れ

る
門
脇
栄
悦
さ
ん
（
49
）
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
積
ん
で
持
ち
歩
き
、
畑
や
道
端
で
読
ん
で

は
傍
線
を
引
い
た
。
農
薬
依
存
で
対
症
療
法

に
終
始
す
る
農
業
の
現
状
か
ら
抜
け
出
す
健

全
な
発
想
を
農
書
に
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。

農
書
が
つ
づ
ら
れ
た
現
地
を
訪
ね
て
、
地

元
の
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
く
読
者
の
グ
ル
ー

プ
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
の

動
き
も
起
き
て
い
る
。

同
協
会
編
集
担
当
理
事

の
原
田
津
さ
ん
（
70
）
は

「
江
戸
の
町
方
の
歴
史
は

文
献
や
文
学
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
が
、
農
村
は
意

外
に
記
録
が
な
い
。
農
書

は
そ
の
欠
落
を
補
い
、
こ

れ
が
ま
と
ま
っ
て
江
戸
の

庶
民
の
暮
ら
し
の
全
容
が

よ
う
や
く
把
握
で
き
た
感

も
あ
る
」と
話
し
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
２
０
０
２
年

４
月
19
日
よ
り
転
載
）

環
境
保
全
の
多
様
な
試
み
を
顕
彰

朝
日
新
聞
社
「
明
日
へ
の
環
境
賞
」

刻
・
現
代
語
訳
『
日
本
農
書
全
集
』
72
巻
を

編
集
・
刊
行
し
、
環
境
を
汚
さ
な
い
当
時
の

農
法
を
紹
介
し
て
、
現
代
の
暮
ら
し
に
大
き

な
示
唆
を
与
え
た
。

●
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け

農
業
の
近
代

化
が
も
た
ら
し
た
環
境
汚
染
が
人
の
健
康
に

影
響
を
与
え
始
め
た
事
態
を
反
省
し
、
解
決

の
手
が
か
り
を
江
戸
時
代
の
農
業
と
暮
ら
し

に
求
め
、
75
年
に
編
集
活
動
を
開
始
し
た
。

77
年
に
第
１
回
配
本
を
行
い
、
01
年
に
完
結

し
た
。

●
編
集
委
員
・
執
筆
者
　
２
３
０
人
／
販
売

部
数
３
９
８
０
０
０
部

●
主
な
活
動
内
容

全
国
か
ら
農
書
を
発
掘

し
、
研
究
者
ら
を
執
筆
者
と
し
て
組
織
し
、

全
集
を
定
期
的
に
刊
行
し
た
。
一
方
で
、
執

筆
者
ら
の
協
力
を
得
て
約
２
０
０
人
に
よ
る

「
農
書
を
読
む
会
」
を
発
足
さ
せ
、
岩
手
県

か
ら
沖
縄
県
ま
で
10
カ
所
の
農
書
成
立
地
で

の
見
学
や
学
習
、
交
流
活
動
を
行
っ
た
。
ま

た
、
80
年
か
ら
90
年
ま
で
、
機
関
紙
「
農
書

を
読
む
」
を
継
続
的
に
発
行
し
た
。

「
日
本
農
書
全
集
」
編
集
委
員
会

の
活
動
へ
の
講
評
と
活
動
内
容

各
地
に
伝
わ
る
江
戸
時
代
の
農
書
の
復

環
境
監
視
研
究
所
（
大
阪
府
）

環
境
汚
染
に
取
り
組
む
市
民
の
た
め
に
水
や

食
品
、
土
壌
、
大
気
な
ど
を
分
析
し
、
信
頼

で
き
る
結
果
を
提
供
し
て
、
対
策
に
貢
献
し

て
い
る
。

吉
野
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
（
徳
島

県
）

吉
野
川
の
可
動
堰
建
設
計
画
に
対
し
、
広
範

な
住
民
の
参
加
を
得
て
、
河
川
環
境
を
保
全

す
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

◆
森
林
文
化
特
別
賞

財
団
法
人
　
ト
ト
ロ
の
ふ
る
さ
と
財
団
（
埼

玉
県
）

む
か
し
懐
か
し
い
雑
木
林
を
、
市
民
か
ら
集

め
た
募
金
で
保
存
す
る
と
と
も
に
、
行
政
や

地
元
自
治
会
な
ど
と
協
力
し
て
田
畑
や
古
い

民
家
を
残
し
、
ま
た
、
環
境
教
育
に
努
め
て

い
る
。

『
日
本
農
書
全
集
』編
集
委
員
会�

江
戸
期
の
農
書
集
大
成�

朝
日
新
聞
社
・
第
３
回
「
明
日
へ
の
環
境
賞
」
受
賞
！�

第
３
回
「
明
日
へ
の
環
境
賞
」
受
賞
団
体

滋
賀
県
環
境
生
活
共
同
組
合
（
滋
賀
県
）

せ
っ
け
ん
運
動
の
推
進
な
ど
、
琵
琶
湖
の
水

を
守
る
長
年
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
菜
の

花
を
栽
培
し
ク
リ
ー
ン
燃
料
を
作
る
地
域
で

の
資
源
循
環
モ
デ
ル
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
確
立
し
た
。

受賞五団体。「日本農書全集」編集委員会は右から２番目。 賞杯「水の惑星」（左）。渋谷良治作

現代に活かす伝統の力�
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